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廃ガラスリサイクル事業協同組合の概要

名称 経済産業省認可 廃ガラスリサイクル事業協同組合
（https://www.glassrecycle.ne.jp/）

本部 岩手県奥州市

会員数 会員企業：26 （2025年9月現在、正会員および賛助会員）

※PVリサイクル事業部会員：１６

営業地域 全国

事業内容 廃ガラス・太陽光パネルリサイクル装置の製造販売
廃ガラス・太陽光パネルの共同リサイクル事業
ガラス再生品の共同販売、用途開発、調査研究等

沿革 H８ 容リ法に基づくビンガラス等のリサイクル事業を開始
土木資材としてECOマークを取得

H１５ 家電リサイクル、自動車ガラスのリサイクルを開始
H１６ 「廃ガラスリサイクル事業協同組合」 設立
H２５ 太陽光パネルのリサイクル装置の開発に着手
H３０ リサイクル装置導入開始

PVリサイクル事業部を設置
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◆2012年のFIT開始後に急速に普及、 2024年には導入量が9６．９GWに達する

◆ピーク時には年間10GWが導入されるも、近年は減速し年間６～７GWの導入に留まる

出 典 ： N EDO 、 IEA

国内太陽光発電の累積導入量

2024年時点で96.9GW

太陽光発電の導入状況

太陽光発電設備の導入状況と排出予測
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◆20年のFIT期間が終わる２０３０年代半ばから、太陽光パネルの廃棄量が増加する

◆２０４０年代には最大で年間40万トンを超えると推計されている

◆全てが埋立処分された場合、2021年度の最終処分量（869万トン/年）の約5％に相当し、
リサイクルが進まなければ最終処分場の逼迫が懸念される

出 典 ： 環 境 省

太陽光パネルの排出量予測

太陽光パネルの排出量推計（環境省による推計）

太陽光発電設備の導入状況と排出予測

2030年代半ばから増加

最大で年間50万トンの可能性も
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◆メガソーラーの災害は近年多発、203０年代を待たず廃棄パネルの処理が求められる

出 典 ： 各 社 報 道 資 料

メガソーラーの災害事例

太陽光発電設備の導入状況と排出予測

2019年9月千葉県(台風19号)

2015年9月宮城県（豪雨被害）

2021年1月岩手県(豪雪被害)

2016年8月北海道 (台風10号)

2014年7月宮崎県（台風10号） 2015年8月福岡県（台風15号）

2017年7月九州北部（豪雨被害）

電気事業法に基づき国に提出された自然災害による
太陽光発電設備の事故報告（２０１９年）
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◆環境省による令和5年度の実態調査（アンケート調査）によれば、使用済太陽光パネルとして
回収された約1割がリユース、中間処理が約９割（リサイクルが約6割）を占める

◆排出要因は、不良品が約３７％・災害等が約18％となっている

◆過去の調査では、年間で約7,000トンの太陽光パネルが排出され、約２/３がリユース
（※任意のアンケート調査のため、アンケート対象になっていないことや、回答が得られていないことが想定される）

出 典 ： 環 境 省

使用済太陽光パネルの排出量実態（環境省調査）

太陽光発電設備の導入状況と排出予測

使用済太陽光パネルの排出量
（令和5年度の調査結果）

排出量の推移
（環境省資料から作成）
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8出 典 ： 資 源 エ ネ ルギ ー 庁 の 資 料 か ら 作 成

都道府県ごとの太陽光発電設備の導入状況

太陽光発電設備の導入状況と排出予測

FIT導入容量
(202３年12月末時点)

東北南部・北関東

太平洋岸・瀬戸内海

九州全域

◆東北～東海の太平洋沿岸、瀬戸内海、九州で普及が進む

FITによる太陽光発電の導入状況
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9出 典 ： 資 源 エ ネ ルギ ー 庁 の 資 料 か ら 作 成

都道府県ごとの太陽光発電設備の導入状況

太陽光発電設備の導入状況と排出予測

◆FITによる太陽光発電は、関東周辺、東海、九州地域で特に導入が進んでいる

◆一方で、全国各地で広く導入が進んでおり、排出地点も広く分散すると想定される

都道府県別のFITによる太陽光発電の導入容量（2023年12月時点）

茨城県：4,521MW

栃木県：3,146MW

千葉県：3,447MW

愛知県：3,１３１MW

兵庫県：3,075MW

8
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2016年4月 太陽光発電設備のリサイクル推進のガイドラインを公表（環境省、最新版2024年8月）

「事業計画に設備廃棄費用を見込むこと」の重要性を指摘

2017年3月 事業計画策定ガイドライン（太陽光発電）（資源エネルギー庁、最新版2020年4月）

事業終了後の設備撤去・処分等の遵守を求める、違反時には改善命令や認定取消しが可能に

4月 改正FIT法施行（経産省）、発電所の保守管理・撤去までの事業計画提出が義務化

9月 太陽光発電設備の廃棄処分等に関する実態調査〜結果に基づく勧告（総務省）

2021年5月 太陽電池モジュールの適切なリユース促進ガイドラインを公表（環境省）

2022年4月 改正再エネ特措法が施行、2022年7月から廃棄等費用積立制度が開始
認定事業者は調達期間終了前の10年間、電気供給量(kWhベース)で廃棄費用を外部積立

2022年4月 再生可能エネルギー発電設備の適正な導入及び管理のあり方に関する検討会（関係4省庁）

10月 再生可能エネルギー長期電源化・地域共生ワーキンググループ（経産省）

2023年4月 再生可能エネルギー発電設備の廃棄・リサイクルのあり方に関する検討会（環境省／経産省）

2024年3月 資源循環の促進のための再資源化事業等の高度化に関する法律が閣議決定、5月可決成立
高度再資源化事業で国が一括で認定する制度、廃掃法の処分業許可等手続の特例

7月 循環経済に関する閣僚会議で太陽光パネルのリサイクル推進の制度化対応を指示

8月 第五次循環型社会形成推進基本計画を閣議決定、義務的リサイクル制度に言及

9月 太陽光発電設備リサイクル制度小委員会／太陽光発電設備リサイクルWG

２０２５年３月 中央環境審議会が「太陽光発電設備のリサイクル制度のあり方について」を
意見具申、太陽光パネルのリサイクルを義務化法案の国会提出に向け検討

出 典 ： 環 境 省 、経 済 産 業 省 （ 資 源 エ ネ ルギ ー 庁 ）

政府による「太陽光発電設備のリサイクル」に向けた対応

太陽光発電設備の適正処理に向けた動向
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11出 典 ： 環 境 省

太陽光パネルのリサイクル義務付け、見直しを検討

太陽光発電設備の適正処理に向けた動向

浅尾環境大臣会見（２０２５年８月２９日）

◆製造業者や輸入事業者がリサイクル費用を負担する仕組みとして法制化を検討

◆再資源化費用の負担について、現時点では既存制度との整合性で合理的な説明が困難
⇒ 浅尾環境大臣が見直しを検討することを発表（2025年8月29日記者会見）

リサイクルに係る費用のイメージ
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12出 典 ： 自 治 体 WEBサ イ ト 等 よ り

地方自治体による取組み事例

太陽光発電設備の適正処理に向けた動向

◆一部の地方自治体では、地域独自のリサイクル推進に向けた取組みも進められている

≪北海道≫
地域実態に基づく使用済み太陽光発電パネルの適正処理に向けた研究
使用済太陽光パネル資源循環推進・北海道コンソーシアム ≪秋田県（秋田県資源技術開発機構）≫

PV CYCLE Japan

≪福島県≫
ＰＶパネルリユース・リサイクル推進モデ事業

≪埼玉県≫
太陽電池モジュールリサイクル協議会

≪東京都≫
太陽光発電設備の３Ｒ推進

≪山梨県≫
ＦＩＴ調達期間終了後の太陽光発電施設に関する検討会

≪静岡県≫
使用済太陽光パネルに関する研究会

≪愛知県≫
あいちサーキュラーエコノミー推進プラン

≪福岡県≫
廃棄太陽光パネルスマート回収システム

≪北九州市≫
北九州トライアングルモデル

≪鳥取県≫
使用済太陽光パネルのリユース促進に関する連携協定

≪京都府≫
京都ＰＶパネル循環プラットフォーム

≪愛媛県≫
太陽光パネル３Ｒ推進スキーム構築に係る調査検討業務

≪徳島県≫
太陽光発電設備の導入実態等調査業務

≪三重県≫
使用済み太陽光パネルに関する調査業務
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14

一般的な中間処理（リサイクル）の工程

廃棄パネルの処理の流れとリサイクル技術

◆廃棄される太陽光パネルは産業廃棄物として、廃棄物処理法に則り適正処理が必要

◆現在は、廃棄太陽光パネルの法的なリサイクル義務化に向けて検討中

最終処分場
（埋立処分）

リサイクル
（分離選別）

廃棄太陽光パネル
（撤去・解体）

排出事業者 中間処理業者 最終処分業者
収集運搬業者

収集運搬業者

リサイクルが困難

リサイクルが可能

有価物

古物商などに売却

セル/バックシート

精錬工場にて銀・銅回収

使用済パネル

ガラス

ケーブル

手解体

グラスウール原料や
土木資材などで活用

ガラス

リサイクル装置

ガラス/セル/バックシート

アルミフレーム
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15出 典 ： 資 源 エ ネ ルギ ー 庁 の 資 料 か ら 作 成

太陽光パネルの構造（シリコン系太陽電池）

廃棄パネルの処理の流れとリサイクル技術

◆太陽光発電所の廃棄時に排出される6割がパネル、そのうちガラスが最も多い

◆リサイクル技術（分離技術）は既に確立済、分離選別後のガラスの再生利用が課題

太陽電池パネルの構造
（シリコン系太陽電池)

アルミニウムを原料としてリサイクル

グラスファイバ原料、土木資材など

精錬工場で銀&銅を回収
シリコン、封止材、バックシートは熱回収等

銅を原料としてリサイクル
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1.1.4 資源価値・有害性 

(1) 素材構成 

 太陽光発電設備の素材構成として、現在最も広く普及している「多結晶シリコンモジ

ュール」の構成例を示す。モジュールの初期重量に関しては、ガラスの 210kg が最も

多く、全体重量の 36%を占める。次いで EVA等の 59kg（10%）、アルミの 53kg（9%）

が比重として多く見られる。また、結晶シリコンは 11kg（2%）含まれている。 

 その他周辺機器（BOS：Balance of System）部分では、アレイ架台に使用されている

鉄が最も多く、211kg（36%）使用されている。最近では、重量の削減や施工性の向

上を目的として、アルミを用いた架台の開発・販売が進んでいる。 

 

表 1-5 多結晶シリコンモジュール（出力 4kW）の素材構成例 

 

図 1-28 多結晶シリコンモジュール（出力 4kW）の素材構成例 

出所）NEDO（独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構）「太陽光発電システム共通基盤技術研

究開発 太陽光発電システムのライフサイクル評価に関する調査研究」(2009年 3月) 

(2) 含有量試験結果 

 有用物質としては、電極材料に銀が数万 ppm オーダーで含有されている。結晶系の

モジュールで総じて濃度が高く、薄膜系、化合物系のモジュールでは相対的に濃度が

低い傾向にある。また、製造年次の古い製品は銀の濃度が総じて高く、製造年次の新

しい製品は濃度のばらつきが大きい傾向が確認される。 

 有害性の観点からは、結晶系のモジュールを中心として電極等にははんだが使用され

ており、鉛が含有される。また、化合物系のモジュールにおいては、セレンやカドミ

重量
[kg/system]

全体重量に対
する比率

システム全体 [kg] 578.94 100%

モジュール 総重量 [kg] 335.74 58%
セル 結晶シリコン [kg] 11.29 2%
フロントカバー ガラス [kg] 210.00 36%
フレーム アルミ [kg] 52.61 9%
プラスチック EVA等 [kg] 59.32 10%
電極材料 銅・はんだ [kg] 2.52 0%

BOS パワコン・接続箱 総重量 [kg] 16.41 3%
鉄 [kg] 8.42 1%
銅 [kg] 1.43 0%
アルミ [kg] 3.34 1%
その他 [kg] 3.22 1%

アレイ架台 総重量 [kg] 210.52 36%
鉄 [kg] 210.52 36%
コンクリート [kg] - -

配線材料 総重量 [kg] 16.28 3%
銅 [kg] 8.53 1%
プラスチック [kg] 7.74 1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

太陽電池モジュール

セル
（結晶シリコン）11kg

フロントカバー
（ガラス）
210kg

フレーム
（アルミ）

53kg

充填材
（EVA）
59kg

電極材料
（銅・はんだ）3kg

パワコン・接続箱
（鉄・銅・アルミ）16kg

架台
（鉄）

211kg

配線材料
（銅・プラ）16kg太陽電池モジュール

はガラスの割合が最も
大きい。次いで、EVA
やアルミ等。また、微
量であるが、銀や鉛等
の物質も含有。

太陽光発電設備の素材構成割合

フレーム

ガラス

封止材(EVA)

セル

封止材

バックシート

端子台

封止材とガラスの分離が困難
 ⇒ 各社が技術開発

ガラスの行き場が課題

発電所全体の約6割がパネル由来
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太陽光パネルのリサイクル技術後ほど紹介

出 典 ： 環 境 省

太陽光パネルの分離技術

廃棄パネルの処理の流れとリサイクル技術

◆ガラス分離技術は「化学処理、熱処理、物理処理」の3種類に大別（正確な分類の定義は無い）

◆現在6社の分離技術が製品化されており、それぞれ特徴や一長一短がある
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リサイクル設備の処理能力

出 典 ： 環 境 省

太陽光パネルリサイクル設備の処理能力

廃棄パネルの処理の流れとリサイクル技術

◆地域差はあるものの、全国で太陽光パネルリサイクル施設の導入が進んでいる
令和６年度時点で、施設数：６７ヶ所、処理能力：約1１万トン/年

◆ピーク時の排出量に対応するには、処理能力は依然として不足している

16
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太陽光パネルのリサイクルで求められる視点

太陽光パネルのリサイクルに求められる技術と課題

◆太陽光パネルのリサイクルでは、「太陽光パネルの構造」、「太陽光発電設備の立地」、
「再資源化の需給バランス」などを考慮する必要がある

太陽光パネルの構造 太陽光発電設備の立地

再資源化の需給バランス
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太陽光パネルの素材構成 リサイクルガラスの用途

太陽光パネルの構造とガラスの活用

太陽光パネルのリサイクルに求められる技術と課題

◆一般的に普及しているシリコン系太陽光パネルは、ガラスが約60％を占める

◆ガラスを低コストかつ高品質で分離・回収する技術が求められる

◆脱炭素化には、リサイクルの過程や再資源化に要するエネルギー消費も考慮すべき

出 典 ： 環 境 省

※再資源化におけるCO2排出量抑制も重要
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素材の重量比 素材価値の比率

太陽光パネルの構成材料の価値

太陽光パネルのリサイクルに求められる技術と課題

◆太陽電池の材料の金銭的価値の2/3は、銀、シリコン、銅など微量な成分が占める

◆パネル重量の大半を占めるガラスは、材料としての価値が小さい

出 典 ： Solar Panels Face Recycling Challenge, Mark Peplow, 2022

※ガラスのリサイクルで付加価値を高める必要

シリコン系太陽光パネルの素材構成
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© O p e n S t r e e t M a p

・5kmメッシュごとのFIT導入容量

・リサイクル施設は◆で図示

太陽光発電設備と処理施設の立地

太陽光パネルのリサイクルに求められる技術と課題

◆太陽光発電設備は地方や山間部に広く分布しており、排出地点も広く分散

◆処理施設が特定地域に偏ると、パネル運搬によるCO２排出や収集運搬コスト増も懸念

◆施設の大規模化や効率化に加えて、導入状況に即した処理施設の立地も重要

※処理施設の立地が収集運搬の効率性を左右

FIT導入容量とリサイクル施設の立地
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ガラスのマテリアルフロー（2013年時点）

国内ガラス製品のマテリアルバランス

太陽光パネルのリサイクルに求められる技術と課題

◆国内ガラス製品の生産規模／リサイクル率（2013年時点）は、板ガラス：120万トン／36%、
ガラス繊維：46万トン／65%、ガラスびん：129万トン／75%となっている

◆“数１０万トン”の太陽光パネルガラスを、国内での資源循環・再資源化する必要がある

出 典 ： 環 境 省 、 A GC

※リサイクルガラスの新しい利用方法が必要
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ガラスわけーるⅢ型システムの特徴

太陽光パネルのリサイクルシステム「ガラスわけーるⅢ型」

ガラスわけーるⅢ型システム

◆独自開発によるリサイクル技術
パネルの投入後、ガラス剥離・選別まで自動化、加熱処理や薬品が不要

◆組合によるリサイクルネットワーク

◆リサイクルしたガラスはエコマーク認定品「クリスタルストーン・サンド」として販売
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◆太陽光パネルからガラスを粒状に剥離し、鋭利な角が
無い状態に加工

◆パネル投入後、アルミ枠の分離からカバーガラスの
剥離・精製まで、すべての処理工程が自動化

◆物理的にガラスを剥離するため燃焼や薬品が不要、
処理工程での二酸化炭素排出が最小限

◆分離選別した材料は有価売却、リサイクル材として活用

◆リサイクルガラスは、エコマーク認定商品として製品化

ガラスわけーるⅢ型システムの処理工程

太陽光パネルのリサイクルシステム「ガラスわけーるⅢ型」

※全ての材料をリサイクル

エコマーク認定証 土壌溶出試験結果

クリスタルストーン・サンド

『クリスタルストーン・サンド』
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ガラスわけーるⅢ型システムの処理工程

太陽光パネルのリサイクルシステム「ガラスわけーるⅢ型」

ガラス精製

パネルを自動搬送

ガラス剥離

ガラス剥離後のバックシート 精製後のガラス

アルミ枠分離 アルミ枠回収

有価物として売却

有価物として売却 リサイクルガラスとして使用

動画はこちら
QRコード

（高良）

QRコード

（東京PT）
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現在、16事業者（１３都道府県）が太陽光パネルのリサイクルを展開中

組合による太陽光パネルのリサイクルネットワーク

丹野林業建設(宮城県)

高良(福島県)

環境保全サービス(岩手県)

北陸ジオテック(新潟県)

愛知海運(愛知県)

丸東(福島県)

水海道産業(茨城県)

カネタエンジニアリング(群馬県)

丸山喜之助商店(鹿児島県)

飯岡工業(福島県)

スナダ(広島県)

ミツバ資源(青森県)

共進エネルギーサービス(長野県)

重田商事(群馬県)

東京パワーテクノロジー(神奈川県)

アース建設(三重県)
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https://www.takaryo.co.jp/solarpanel.html
https://www.youtube.com/watch?v=u3mWFCwTI2A
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廃ガラスリサイクル事業協同組合による共同事業

組合による太陽光パネルのリサイクルネットワーク

◆保管上限(*注)への対応 ⇒ 組合企業間で受入れを分担、大量の処理が可能

◆バックシートの共同販売 ⇒ 精錬業者へ有価売却、コスト削減や価格交渉力の向上

◆ガラスの出口を確保 ⇒ エコマーク商品、防草ガラス砂として地域での資源循環
*注：受託する産業廃棄物は、1日の処理能力の14日分が保管上限

※ノウハウ共有、展示会出展、外部機関との共同研究などもメリットも創出
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被災地企業等再生可能エネルギー技術シーズ開発・事業化支援事業

リサイクルガラスの地産地消への取組み

◆「太陽電池モジュールガラスのリサイクル材料の用途拡大に関する研究開発と実証」を
目的に、2020年度から産総研 福島再生可能エネルギー研究所と共同研究を実施中

◆廃棄太陽光パネルのリサイクルガラスによる「両面受光パネルでの発電効率向上」と
「防草効果の検証」により、資源の循環利用に向けた取組みを実施

（※本研究は、福島国際研究教育機構(F-REI)の委託研究費(JPFR25070101) により実施）

28

29
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両面受光パネルでの発電効率向上

リサイクルガラスの地産地消への取組み

◆粒状にしたカバーガラスは乱反射の作用で、約60%の高い反射率を有する
⇒ 両面受光パネルの下にリサイクルガラスを敷設により発電量増加

◆従来の片面受光に比べて、10％程度の発電量増加が見込まれる

ガラスの反射試験（両面受光発電量の比較）

ガラス反射率計測結果と発電量比較

出典：産業技術総合研究所 福島再生可能エネルギー研究所 

（※本研究は、福島国際研究教育機構(F-REI)の委託研究費(JPFR25070101) により実施）
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両面受光型ソーラーでのリサイクルガラス活用事例

リサイクルガラスの地産地消への取組み

◆両面受光型・垂直ソーラー発電システムでリサイクルガラスを活用
⇒ 地表面にリサイクルガラス砂を敷設により発電量増加

◆リサイクルガラス砂の敷設方法に関する特許取得、敷設工事も組合企業が提供

両面受光型・垂直ソーラー発電システム
（PV EXPO２０２３ エア・ウォーター展示ブース）

垂直設置での発電量計測試験

（※本研究は、福島国際研究教育機構(F-REI)の委託研究費(JPFR25070101) により実施）

出典：産業技術総合研究所 福島再生可能エネルギー研究所 
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砂敷設 敷設なし

リサイクルガラス敷設による防草効果

ガラス砂敷設による防草効果

リサイクルガラスの地産地消への取組み

◆リサイクルガラスの地面への敷設による防草効果を確認
⇒ 防草材としての安全性評価、敷設方法などの検証

◆太陽光発電設備のメンテナンスでは、防草対策コストや人手不足が課題
⇒ 防草材としての活用、地域での資源循環・脱炭素化への貢献に寄与

※発電量向上・防草という新たな付加価値を創出

（※本研究は、福島国際研究教育機構(F-REI)の委託研究費(JPFR25070101) により実施）
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多様なガラス製品へのリサイクルの取組み

リサイクルガラスの地産地消への取組み

◆万博パビリオンで太陽光パネル廃ガラスを再利用した舗装コンクリートブロックを採用

◆リサイクルガラスによる食器を製作、安全性を確認済

◆グラスウールや板ガラスの原料としての利用も評価・検討を進めている

※リサイクルガラスの用途拡大と水平リサイクル

リサイクルガラスによる食器

出 典 ： 北 陸 電 力

太陽光パネル廃ガラスを再利用した舗装コンクリートブロック
（北陸電力、大阪・関西万博パビリオン「電力館 可能性のタマゴたち」で採用）

32
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・太陽光発電の導入状況と廃棄量推計

・太陽光発電設備の適正処理に向けた動向

3 太陽光パネルのリサイクル技術と課題

・廃棄パネルの処理の流れとリサイクル技術

・太陽光パネルのリサイクルに求められる技術と課題

４ 太陽光パネルのリサイクルシステム「ガラスわけーるⅢ型」

・太陽光パネルリサイクル装置『ガラスわけーるⅢ型』

・組合による太陽光パネルのリサイクルネットワーク

・リサイクルガラスの地産地消への取組み

５ まとめ
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◆ 太陽光パネルのリサイクルの実態と最新の動向

太陽光パネルの廃棄量は２０３０年代半ばから増加、最大で年間40万トン

適正処理に向けて、太陽光パネルのリサイクル義務化の議論が進む

◆ 太陽光パネルのリサイクル技術と課題

太陽光パネルの分離技術は確立され、多くの装置・システムが導入

パネルの構造や発電所立地、資源循環のバランスなどの視点が重要

◆ 廃ガラスリサイクル事業協同組合の太陽光パネルリサイクルの取組み

太陽光パネルのリサイクルシステム「ガラスわけーるⅢ型」

組合によるリサイクルネットワークで、全国で対応が可能

リサイクルガラスの地域での資源循環と更なる活用への取組み

まとめ

34
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使用済太陽光パネルの１００％リサイクルを目指して

まとめ

太陽光パネルのリサイクル資源の地域循環を実現

ガラスわけーるⅢ型システム

発電所での防草材として活用太陽光パネルの破損

廃棄物を加工し
有価物として再生利用廃棄物の適切な

回収・処理の実施

リサイクル資源を
地域で循環利用
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４頁 ・International Energy Agency：Snapshot Reports ２０２5
https://iea-pvps.org/snapshot-reports/snapshot-2025/

・国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構：2024年度太陽光発電分野に関する調査事業成果報告会
https://www.nedo.go.jp/events/FF_100170.html

５頁 ・環境省：中央環境審議会意見具申「太陽光発電設備のリサイクル制度のあり方について」について
https://www.env.go.jp/press/press_04671.html

６頁 ・日経XTECH：「壁を築き、架台は高く」、河川氾濫で被災した宮崎県川南町のメガソーラーの復旧
https://xtech.nikkei.com/dm/atcl/feature/15/302961/112200065/

・共同通信：ソーラーパネル崩落 仙台市太白区で土砂崩れ（YouTube）
https://www.youtube.com/watch?v=FykwEGQS0is

・株式会社エコテックシステム：台風15号、福岡を直撃！
https://www.ecotechsystem.co.jp/blog/台風15号、福岡を直撃！/

・日経XTECH：台風で水没した帯広のメガソーラー、復旧までの苦難
https://xtech.nikkei.com/dm/atcl/feature/15/302961/101000062/

・東洋経済オンライン：相次ぐ損壊 見抜けぬ不具合
https://toyokeizai.net/articles/-/564284

・朝日新聞：ダム水面の太陽光パネルが数十枚燃える（YouTube）
https://www.youtube.com/watch?v=_EEc1MTb7DM

・ メガソーラービジネス：今夏、台風による太陽光被害、山間サイトでパネル飛散も（前半）
https://project.nikkeibp.co.jp/ms/atcl/19/feature/00002/00018/

７頁 ・環境省：令和６年度使用済再生可能エネルギー発電設備のリサイクル等の推進に係る調査・検討業務
https://www.env.go.jp/content/000319223.pdf

８頁 ・再生可能エネルギー電気の利用の促進に関する特別措置法 情報公表用ウェブサイト
https://www.env.go.jp/press/press_04671.html

１０頁 ・環境省：中央環境審議会循環型社会部会太陽光発電設備リサイクル制度小委員会・産業構造審議会イノベーション・環境分科会
資源循環経済小委員会太陽光発電設備リサイクルワーキンググループ 合同会議（第1回）
https://www.env.go.jp/council/03recycle/page_00057.html

１１頁 ・環境省：浅尾環境大臣会見（令和７年８月２９日）（YouTube）
https://www.youtube.com/watch?v=HJaEWNo50aU

・浅尾大臣閣議後記者会見録 （令和７年８月29日（金）11：05～11：30 於：環境省第一会議室）
https://www.env.go.jp/annai/kaiken/kaiken_00317.html

・環境省：中央環境審議会意見具申「太陽光発電設備のリサイクル制度のあり方について」について
https://www.env.go.jp/press/press_04671.html

１５頁 ・環境省：太陽光発電設備等のリユース・リサイクル・適正処分に関する報告書
https://www.env.go.jp/press/files/jp/27519s.pdf

出典・引用

36

37



経済産業省認可
廃ガラスリサイクル事業協同組合
技術顧問 宮脇 賢一

二次使用・無断転載禁止

令和７年度
第46 回廃棄物処理施設技術管理者中央研究集会
（一社）廃棄物処理施設技術管理協会

Ｒ７(2025)/11/11
https://jaem.or.jp/

©2025 経済産業省認可 廃ガラスリサイクル事業協同組合

令和７年度 廃棄物処理施設技術管理者中央研究集会 太陽光発電2032年問題の解決に向けて～「ガラスわけーるⅢ型」の高度技術～

38

１６頁 ・環境省：中央環境審議会意見具申「太陽光発電設備のリサイクル制度のあり方について」について
https://www.env.go.jp/press/press_04671.html

１７頁 ・環境省：中央環境審議会意見具申「太陽光発電設備のリサイクル制度のあり方について」について
https://www.env.go.jp/press/press_04671.html

１９頁 ・環境省：中央環境審議会循環型社会部会太陽光発電設備リサイクル制度小委員会・産業構造審議会イノベーション・環境分科会
資源循環経済小委員会太陽光発電設備リサイクルワーキンググループ 合同会議（第1回）
https://www.env.go.jp/council/03recycle/page_00057.html

・環境省：中央環境審議会意見具申「太陽光発電設備のリサイクル制度のあり方について」について
https://www.env.go.jp/press/press_04671.html

２０頁 ・American Chemical Society：Solar Panels Face Recycling Challenge, Mark Peplow, 2022
https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acscentsci.2c00214

２２頁 ・環境省：素材別リサイクル戦略マップ策定に向けた調査・検討の中間報告について
https://www.env.go.jp/press/102551.html

・ガラス再資源化協議会：令和4年度第23回定期総会（AGC.Inc 板ガラス業界のカレットリサイクル）
https://www.grcj.jp/dcms_media/other/grcj23_03.pdf

２５頁 ・公益財団法人日本環境協会 エコマーク事務局：クリスタル
https://www.ecomark.jp/ecomarkdb/06131009.html

２６頁 ・東京パワーテクノロジー株：太陽光パネルを100％リサイクル!! エンジニアリング会社のリサイクル事業紹介（YouTube動画）
https://www.youtube.com/watch?v=u3mWFCwTI2A

・高良：太陽光パネルリサイクル施設
https://www.takaryo.co.jp/solarpanel.html

２９頁 ・国立研究開発法人 産業技術総合研究所 福島再生可能エネルギー研究所：被災地企業のシーズ支援事業
https://www.aist.go.jp/fukushima/ja/seeds/

３０頁 ・国立研究開発法人 産業技術総合研究所 福島再生可能エネルギー研究所：廃ガラスの反射光を利用した両面受光型太陽電池の発電量増加効果の評価
https://unit.aist.go.jp/rpd-envene/PV/ja/results/2021/index.html

３３頁 ・2025大阪・関西万博パビリオン「電力館 可能性のタマゴたち」
https://www.fepc.or.jp/sp/expo2025/

・北陸電力株式会社：太陽光パネル廃棄ガラスを活用したインターロッキングブロックの開発および大阪・関西万博におけるパビリオンでの採用について
https://www.rikuden.co.jp/press/attach/23120403.pdf?1701648056

出典・引用
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